
2023年 9月 17日(日) 

10：00～12：00 

開催：会場（大阪府社会福祉会館）・オンライン 

おはなし「異次元の少子化対策で子育てしやす

い社会はできるか」講師 箕輪明子（名城大学） 

<1日目>2023年 11月 4日(土)全体会 

<2日目>      11月 5日(日)分科会 

記念講演「どの子も受けとめる学童保育をめざして」 

（全体会）     講師 丸山啓史（京都教育大学） 

2日目は 42の分科会で学習・交流します 

 <お知らせ> 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおさかの学童保育

保育 

ウェブ通信 ２号 

2023 年 9 月 5 日 

大阪市中央区 

谷町 7 丁目 2-2-202 

TEL06-6763-4381 

FAX06-6763-3593 

大阪学童保育連絡協議会 

子ども同士の中で  

（2 年生・保護者／大阪市） 

私が学童保育を知ったのは、近所のおばさんから

「公園で遊んでる学童の子どもたち、よく見かける

けどとても楽しそうよ！」と教えてもらった事がき

っかけでした。最初はどんな所なのか不安もあり

ましたが、子どもの話にじっくり耳をかたむけ接し

ている指導員の方の姿を見て安心しました。我が

家は一人っ子なのできょうだいの関わりを持たせ

てあげる事ができないのですが、学童で子ども同

士の関わりを通じて成長していく子どもの姿を見

たり感じたりする事ができ、本当にうれしく思いま

した。何より毎日楽しいとニコニコしながら学童の

話を我が子が聞かせてくれるので、学童に通わせ

て良かったなと思います。 

（通信 1号のつづき） 

 

夏休み～熱中症対策 

  日陰であそぼう！ 
 

3 クラス 120 名の学校内学童です。熱中症対策

では、市が指数計測器を全クラブに配布、こどもの

頭の高さで計測。朝 10 時ぐらいまでは「危険」より

1 つ下の「厳重警戒」なので「激しい運動をさけ、１０

～２０分おきに休憩等」を守り、外あそびはしつつ、

ひなたにいる子には 10 分おきに声をかけ、子ども

の様子を見て日陰であそぼうと促します。 

指導員は「日陰の位置や風の通る場所」を把握

し、遊べる場所を子どもたちと共有しています。虫

取りに外行きたい！セミやヤモリが出るところも日

陰。やもりのやもちゃん、捕食シーンを楽しんだり、

友だちと泥団子づくりにハマったり。室内遊びで

も、強化ガラスの部屋があり柔らかボールで遊んだ

り、学校の多目的ホール（クーラーあり）を借りて運

動遊びもしています。熱中症対策は悩ましいですが

科学的指針を学び、楽しい子ども時代の夏休みを

いっしょにつくっていきたいです。 

（指導員／8月運営委員会で地域の話より） 

 プール事故を受けて 

7 月 26 日(水)、滋賀県長浜市の学童保育所でプール活動中に 1 年生が溺死する痛ましい事故が起き

ました。今年の夏休みはプールや野外活動、様々な行事など再開された地域も広がっています。「豊か

な活動づくりと安全対策」について、各地域で情報共有をいただき、経験・工夫の交流を通じて今後の

とりくみにつなげていただければと思います。 

＊こども家庭庁から「安全管理の徹底」の事務連絡です（水遊びの事故、熱中症対策）。 

 https://x.gd/z2iNp 

 ▲（一財）児童健全育成推進財団のホームページより 

署名スタート集会 

◎ホームページのトラブルのため、規約をはじめ、 

情報やお知らせは下記に掲載しています。 

https://osakagakudou.com/blog/ 

暑～い夏休みでしたが、地域では熱中症対策など
の工夫もされ、子どもたちの楽しい活動が再開し出
したかと思います。 
 子どものいのちを守り、育ちを守ることは学童保
育の大きな役割です。安全面についても確かめ合う
機会にしていきましょう。 

https://x.gd/z2iNp
https://x.gd/z2iNp
https://x.gd/xkL9u
https://osakagakudou.com/blog/
https://osakagakudou.com/blog/


◎豊かな育ちを守る「安全計画」に（１） 

「安全計画」づくりが義務化 

 子どものいのちと育ちを守る保育現場等での重大事故から昨年末、国は法改正を行い、学童保育にも

「安全計画」策定の義務化を決めました。今年度は努力義務とされ２０２４年４月から義務化となりま

す。（これに伴い学童保育の基準も改定） 

〔義務規定の主な内容〕 

①「クラブごと」に安全計画を策定しなければならない。 

②安全計画は「職員」に周知し、研修・訓練を定期的に実施しなければならない。 

③「保護者」との連携を図るため、安全計画に基づくとりくみ内容等の説明を行うなど、保護者に周知

しなければならない。 

④安全計画は定期的に見直しを行い、必要に応じて変更を行うものとする。 

 すでに「安全計画」が話題になっている地域もあると思います。大阪学保協でもごいっしょに考えて

いきたいと思います。 

（一財）児童健全育成推進財団のホームページより▼ 

https://x.gd/j2UAr 
 

            

 

 

 機関紙「おおさかの学童保育」 

 

 

 中島さんは中学３年生と小学４年生のお父さ

ん。この学級の保護者会長を４年間されています。

学童との出会いは 10 年前、上のお子さんが入室

したとき。当時、学童保育への関心はそれほど高く

なく保育所の延長の感覚だったとのことです。 

 

保護者の力がいる 

 保護者会役員は立候補制で、誘われて役員にな

る方が多いです。中島さんは前会長から口説き落

とされ会長に。会長３年目の去年が転換期だった

とふり返られます。 

 「去年、吹田市では深刻な指導員不足がおきて市

全体の学童保育事業運営が厳しくなり、各保護者

会役員を中心に議員懇談を行いました。その中で

学保連の存在を知り、指導員の発言を聞いて困難

な実態、指導員の思いを知りました。もっと学童を

知らなければと思い、大阪学保連のパンフ『指導員

のしごと』を読み、給与など度外視した指導員の働

きぶりを知りました。保育内容や指導員の待遇を

なかま<137>より 

保護者会は無理せず、〇〇さん、と声をかけれるくらい 

吹田市 学童保育保護者会長 中島大輔さん 

 

よりよくするには、保護者の力の必要性も感じる

ようになりました」。 

 

地域での安心な生活に 

 保護者会の良さは、「つながれること」と言い切

る中島さん。子どもを真ん中に、つながること、そ

れは地域での安心な生活につながっていくと話さ

れます。保護者会活動・行事で顔見知りになり、お

互いを知っていれば、人の子を怒らずいっしょに

育ちを見守る、困ったとき話し合える仲になれる。

保護者会はそのための機会なだけで、保護者会活

動は無理せずできるところでやる、それでいいと。

「○○さん！」と会話ができるくらい、保護者みん

ながつながり、困ったとき話し合える仲になれるこ

とを大切にされています。 

 今年、吹田学童保育連絡協議会（以下、学保連）

の役員にもなられました。学保連でも考え方は同

じで、学童同士がつながり、吹田市中のこどもを見

守れたらいいなと話されました。 

（聞き手：指導員 I） 

 

https://x.gd/j2UAr
https://x.gd/j2UAr



